
川村インターナショナルの
翻訳品質管理
品質向上のために実践している 5 つのこと



品質向上のために
川村インターナショナルが
実践している 5つのこと

①言語情報資産を有効活用しています。

②品質工学的アプローチを採用しています。

③プロセスマネジメントを重視しています。

④フローの自動化を推進しています。

⑤改善マインドを育成しています。



①言語情報資産を有効活用しています。

用語集、規約、スタイルガイドに則って翻訳をしたり、過去に翻訳した対訳のデータ（翻訳メモリ）や
Q&A のデータを有効活用したりすることで、訳調を統一することができます。

翻訳メモリ スタイルガイド・規約用語集 Q&Aデータ



②品質工学的アプローチを

採用しています。

 独自の品質管理システム

 独自のエラーカテゴリ

 作業者への自動フィードバック送信

 プロジェクトマネジメントシステムとの連携



②品質工学的アプローチを

採用しています。

 収集→分析→対策・フィードバックの基本原則

 ドキュメント/案件ごとに設定されたQAモデル

 ISO/JIS規格を用いたサンプリング手法も活用

 QC7つ道具/新QC7つ道具を活用した分析



②品質工学的アプローチを

採用しています。

 「好みの分析＝品種適合」への挑戦

 エラー分析→品質機能展開

→お客様との役割分担＋工程見直し

→プロジェクトでの修正

 お客様との事前の打ち合わせ段階から、好みを
把握する試み（試験中）



③プロセスマネジメントを重視しています。

 国際標準の要求する翻訳プロセスを重視

 ISO 17100 （翻訳サービス提供者）の認証取得

 ISO 18587 （ポストエディットのプロセス）

 ISO WD 20999 （翻訳品質管理）の規格策定

 ISO 27000（ISMS）※の認証取得

 顧客のパートナープログラム認証を取得

 SAP Language Services Partner (Since 2008)

※当社は情報セキュリティ強化を翻訳品質保証の一環として位置づけています。



④フローの自動化を推進しています。

プロジェクト
準備

キックオフ 翻訳
バイリンガル
チェック

最終検品 納品
フィード
バック

案件
クローズ

お客様

PM

翻訳者

チェッカー

品質保証システム

クエリ管理システムプロジェクト情報ポータル 基本のプロジェクトフローに沿った
メールコミュニケーションの自動化

プロジェクト、QA、クエリの各シス
テムにアクセスできる環境の構築



⑤改善マインドを育成しています。

 QC検定4級試験の実施

品質管理の基本研修

改善事例発表会



翻訳品質について
よくある意見

 高い金額を支払えば良い翻訳になる

 機械翻訳は品質が悪くて使えない

 どの翻訳会社に発注して質は大差はない

 プロなのだから良い品質が当たり前



お客様にご理解いただきたいこと

「良し」とする

品質は用途やお客

様の好みによって

異なっている

01
翻訳品質向上に

役立つ情報、

最低限必要な情報

がある

02
顧客と翻訳者の間

には保持する知識

のギャップがある

03
対訳データの適切

な管理・運用は将

来の品質向上のた

めに重要

04
安くできる、納期

を短縮できる方法

には必ずリスクも

存在する

05

お客様にも積極的に情報提供していただくことで、適切にリスクヘッジをして、
より安く・短納期で翻訳ができる提案につながります。



川村インターナショナル 営業窓口 TEL ： 03-3267-0270
e-mail ：sales@k-intl.co.jp
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お客様と翻訳会社では、保有する情報に差があります。
こうしたギャップをなくすことがQCDの最適化への近道と考えています。

お客様の最優先の事項は何か。

常に疑問を持ち続け、品質・コスト・納期の最適なバランスを提案する
ことを目標にします。

mailto:sales@k-intl.co.jp

